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研究成果の概要（和文）：　本研究は、社会学の分野より、途上国の都市底辺層研究のパダライム転換を企てる
ものであった。具体的には、フィリピン・マニラの事例に基づきながら、従来の「貧困・社会的排除論」から
「リスク社会論」へと転換を図り、そこから都市底辺層の比較社会学研究のための「枠組み」を構築することを
目指した。「リスク社会論」研究の世界的拠点であるミュンヘン大学をはじめとしたドイツ語圏での国際共同研
究を12ヶ月にわたっておこない、さらに学会、研究会、公開講義、大学の授業など様々な場面でも発表をおこな
った。そのことで都市底辺層の比較社会学研究のための「枠組み」の一定の構築をおこなうことができた。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to elaborate a new analytical frame on the urban bottom
 in Global South from the field of sociology. Specifically, based on the case of Manila in the 
Philippines, I appropriated the concept of "risk society" to the study of the urban poor.  Conducted
 international collaborative research in German-speaking countries in 12 months, I made 
presentations multiple times in conferences, special lectures at universities. As a result, I 
elaborated a tentative "framework" for comparative sociology research of the urban bottom in Global 
South.

研究分野：社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ドイツの社会学者であるウルリヒ・ベックが述べたように、経済成長は「富の集積」と同時に「リスクの集積」
を引き起こす。そして、富は上中流層に分配されるのに対し、リスクは下層に押しつけられる。このリスクの過
剰な押しつけのひとつの現れが、マニラでは貧困地区の強制撤去であると言える。「リスク社会論」を援用する
ことによって、グローバリゼーションの時代におけるグローバルサウスの都市底辺層世界の質的変容が視野に入
ってきた。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
筆者は、これまで一貫してマニラの都市底辺層の若者の生活文化研究を進めてきた。本研究
の基課題となっている科研・若手研究 B「フィリピン農村にみるスポーツと社会移動の動態―
アスリートと出身家族の生活分析」もこの主題に沿った研究である。そこでは都市底辺層の若
者の事例としてボクサーに着目し、貧困下を生きる彼らの生活戦略について、出身母村との関
係にまで踏み込んで分析してきた。 
 しかしながら、基課題を進めていく中で、彼らの生活を根こぎにする新たな事態が登場した。
それがマニラ各地の貧困地区の強制撤去である。現在、グローバル化の影響が著しいマニラで
は、経済発展のための都市再開発が盛んである。その用地確保のために、都市底辺層は強制立
ち退きというリスクを常に抱えながら日常を生きている。 
 この未曾有の事態を社会学的に捉えるために、本研究では「リスク社会論」を援用し、基課
題を大幅に発展させた。ドイツの社会学者であるウルリヒ・ベックが述べたように、経済成長
は「富の集積」と同時に「リスクの集積」を引き起こす。そして、富は上中流層に分配される
のに対し、リスクは下層に押しつけられる。このリスクの過剰な押しつけのひとつの現れが、
マニラでは貧困地区の強制撤去であると言える。「リスク社会論」を援用することによって、グ
ローバリゼーションの時代におけるマニラの都市底辺層世界の質的変容が視野に入ってくるの
である。 
 グローバリゼーションに伴う都市底辺層の質的転換については、先進国の事例を中心にすで
に豊富な蓄積がある。だが途上国都市の事例では、インテンシブな現地調査そのものがいまだ
稀有である。そのため先進国をモデルに構築された理論をそのまま途上国都市に投影した研究
が数多い。本研究は基課題を進める中で登場した現象に着目し、そこから単に事例補強をする
のみではなく、新たな社会学的考察の「枠組み」―都市底辺層研究のリスク社会論的転回―を
打ち出すものであった。それは、変容する途上国都市の文脈を正確に理解するために、マニラ
の事例と「リスク社会論」を独自に接合して理論形成を図るという世界的にも稀有な研究とな
ることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
この「枠組み」の構築のために、「リスク社会論」研究の本場であるドイツ語圏で国際共同研
究を実施した。実施に向けての準備は、次の三点に示されるように、十分な状況にあった。第
一に、申請者は日本学術振興会国際事業部からの指名により、2014 年 11 月にドイツ・ブレー
メンで実施された第11回日独先端科学シンポジウムに出席した。この3日間の国際会議の中で、
ミュンヘン大学の von Unger教授と「リスク社会論」の国際共同研究体制の必要性を話し合っ
た。第二に、それを受けて 2015年 5月 16 日〜6月 1日まで、ドイツのアレクサンダー・フン
ボルト財団の助成（CONNECT Follow-up Program）を受けて、申請者はミュンヘン大学で共同
研究を実施した。また第三に、2015年 9月 20 日〜30日まで、日本学術振興会国際交流事業部
の FoS Follow-up Programの助成を受けて、von Unger教授が来日し、北海道大学で共同研究を
実施した。以上のように本研究は、内容についても、また国際連携の面においても、十分な準
備段階を経ており、滞りなく本格的研究に着手できる状況にあった。 
 本研究は、基課題を中心に収集したフィリピン調査のデータをもとに、von Unger教授をはじ
めドイツ語圏における社会学研究を牽引する社会学者たちと「データセッション」（事例データ
の解釈を探究するセッション）を繰り返しおこなうことで、マニラの都市底辺層研究を「リス
ク社会論」の枠組みから刷新するものであった。それは「リスク社会論」をアジアの事例から
補強し、より普遍化させる営為でもあった。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、基課題を中心にこれまで収集してきたフィールドデータを、最先端の方法的視点
から解釈するための国際共同研究を意図するものであった。マニラの現地調査は、データセッ
ションの内容を踏まえた「補足調査」のみとし、本研究の中心はあくまで理論的枠組みの探究
とした。そして途上国都市の貧困把握の新たなパラダイムの創出を目指し、具体的には、次の
二点について研究を実施した。 
第一に、これまで申請者が実施してきたフィールドワーク（詳細は筆者の research mapを検
索されたい）で得られた膨大なデータ群を、リスク社会論の理論枠組みから再整理する。その
ための国際討論および事例の再分析を集中的に実施した。 
第二に、リスク社会論が西洋中心主義的な視座を備えていることを脱却するために、アジア
の事例を踏まえた国際共同での「リスク社会論」研究の体制基盤を創り上げることを目指した。  
 
 
４．研究成果 

2000年以降、経済のグローバリゼーションによって、マニラの中心地に多国籍企業が数多進
出した。それに比例して、スクオッター地区の強制撤去が急増した（影響世帯数は 2002 年に
1043世帯だったが 2011年には 14744世帯になった）。企業誘致を可能にする用地確保のために、



都市底辺層の住人が空間的追放を受けるようになったためである。その背景には、マニラの経
済開発とジェントリフィケーションが存在する。貧困地区住民は、強制立ち退きというリスク
の急増の中で、生活を営んでいる。 
 この未曾有の状況を捉えるために筆者がおこなったフィールドワークとそこでのデータを際
分析したことから、次の点がより明瞭になった。今日、経済成長を続けるマニラは、富の集積
と同時にリスクの集積を引き起こしている。そしてそのリスクが階層間で不均等に配分されて
いる。都市底辺層は富の再分配から除外されながら、リスクの再分配が過剰なまでに課されて
おり、そのひとつの現れが貧困地区の強制撤去であると言える。 
ドイツの社会学者のウルリヒ・ベックは、後期近代社会に特徴的な事柄としてリスク概念を
設定した（『危険社会』法政大学出版局、1998年）。ベックは「産業社会」から「リスク社会」
への転換を現代社会に読み取り、そこではリスクの生産と分配が常に問題となると論じた。ベ
ックが先進国を中心事例として述べた分析内容が、今日、若干のかたちを変えつつ、途上国で
現象している点が、具体的な事実からも浮かびあった。その成果は、以下の成果欄で示すよう
に、国際学会において報告をおこない、さらに現在、英語論文を執筆中である。本研究は、こ
れまで貧困や社会的排除という用語で記述してきた現象を、「リスクの集積と過剰分配」という
観点から捉え返すことで、マニラの都市底辺層世界の構造転換を解明する視座を切り開いたも
のである。 
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